
 

 

 様式第３号    会   議   録 

会  議  名 

（審議会等名） 
平成２７年度 第１回 川西市社会教育委員の会  

事  務  局 

（担 当 課） 
教育推進部 社会教育・文化財課 （内線 ３４２１） 

開 催 日 時 
平成２７年４月２２日（水） 

１０時００分～１２時００分 

開 催 場 所 市庁舎 ２０２会議室 

 
 
 

出 
 

席 
 
者 
 

 

 

 委  員 
生田議長、安藤副議長、岡田委員、田中委員、廣末委員、

米田委員、真鍋委員、岸本委員、西谷委員 

計９名 

 そ の 他  

 
 事 務 局 
 
 

 

牛尾教育長、中塚こども未来部長、石田教育推進部長、 

中西総務調整室長、山元こども家庭室長、枡川まなび支援

室長、田渕中央図書館長、沼人権推進室長、瀧花中央公民

館長、井上社会教育・文化財課長 

    計１０名 

  傍聴の可否 可・不可・一部不可  傍聴者数    ０名 

傍聴不可・一部 
不可の場合は、 

その理由 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
会 議 次 第 

 
 

 
 
 

１. 開会 

２. 教育長あいさつ、前回会議録の承認 

３．報告事項 

(1)阪神北地区社会教育委員協議会理事会会議の報告 

 (2)各協議会の会議報告について 

(3)平成27年度こども未来部の主要事業について 

(4)平成27年度教育推進部の主要事業について 

４．議題  

 (1)各協議会等役員の選出について 
 (2)平成27年度年間研究テーマの設定について 
 (3)会議開催等の日程について 
 (4)平成27年度社会教育委員の会の運営方法について 
５．その他  
   

 
会議結果 

 
別紙のとおり 

 



 

 

     審  議  経  過      ＮＯ．1 
 

議長 

 

 

 

教育長 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

Ａ議員 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

Ｆ委員 

 

 

平成２７年度第１回社会教育委員の会を開会いたします。本日の委員の出席について、

末澤委員以外は全員出席されております。開会にあたり、牛尾教育長から挨拶をお願いし

ます。 

 

（挨拶） 

 

それでは、この４月に人事異動や組織改正がありましたので、委員の自己紹介をお願い

します。 

 

－社会教育委員自己紹介― 

－こども未来部、教育推進部職員、事務局自己紹介－ 

 

それでは、前回の議事録の承認について 

 

（承認） 

 

次に、報告事項に入ります。（１）について、事務局お願いします。 

 

 （１）「平成２７年度阪神北地区社会教育委員協議会第１回理事会」について 

日時：平成２７年４月２０日(月) 

場所：猪名川町役場 

 ・平成２７年度研究テーマについて 

「地域・学校・家庭をつなぐ社会教育のあり方 

～学びの成果を活かしあう方策を考える～」 

・平成２７年度総会について 

  平成２７年６月１２日 猪名川町役場において開催 

 ・平成２７年度理事会日程調整 

 

つぎに、報告事項の(２)各協議会の会議の報告をお願いします。 

 

生涯学習短期大学の入学式が５月１６日にあります。 

 

青少年センターの運営委員会があり、今年度から青少年センターは地域こども支援課の

中の一つになり、セオリアの部分が学校教育室の教育相談センターの方になりました。教

育委員会が変わる事によって配置される所が変わりました。それで、人権推進室からきて

おられていますけれど、組織的には人権はどこに入るのですか。 

 

人権推進室は市長部局の方に位置付けになっております。 

 

ということは、担当ではなくなるという事ですか。 
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Ｇ委員 

 

事務局 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

Ｄ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

教育委員会から外れるという事はそういうことですか？ 

 

去年も人権推進室は市長部局でそこから社会教育委員の方に理事の推薦等を依頼されて

いるということですので、教育委員会に人権推進があるなし関係なく理事の推薦依頼を頂

戴しています。 

 

３月１６日に図書館協議会に出席させて頂きました。ブックコマーシャルやビブリオバ

トル等の報告があり、そのなかで生徒の聞き手が少ないという話があった。司書から生徒

さんに参加する声を掛ければよかったと感じました。今年度は、司書の交流会も図書館で

する形にして頂いたようですので図書館ともっと協力し合い、学校図書を進めていけたら

と思いました。 

 

それでは、（３）平成２７年度のこども未来部の主要事業について説明をお願いします。 

 

(説明) 

 

引き続き(４)教育推進部の平成２７年度の主要事業につきまして、よろしくお願いしま

す。 

 

(説明) 

この後、東谷公民館の耐震工事についてと市指定の文化財の指定について担当から説明

させて頂きます。 

 

東谷公民館耐震化工事について 

 平成２７年６月から平成２８年３月３１日まで休館 

 休館お知らせのチラシをコミュニティを通じて配布予定。 

 

国崎字小路(国崎クリーンセンター内)エドヒガン群落と坑道群を平成２７年３月３１日

に市の指定文化財に追加指定。 

 

委員の皆さんでなにか確認しておきたいことがございますか。 

 

中央図書館の図書プロジェクトの話で、図書館部会を中学校と小学校でされるとうかが

いましたが、それには司書は参加できるのですか？ 

 

基本的には各小学校、中学校の図書館担当の教諭がいて、その教諭が集まる部会という

ことです。そこに図書館部会も含めて他の教科も部会を開いていますので、そこに参加と

いうのは難しいと思います。ただ、学校で図書館をやっていただいている司書の方との交

流の場面は作っていこうと思いますので、違う形でご提案いただいたら、そういう連携も

進めていこうと考えております。 

 

確認ですが、教育長が教育委員長であると理解して良いでしょうか。 
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事務局 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

事務局 

 

 

教育委員長という概念がなくなり、教育長と教育委員という形になります。従来からの

教育長と教育委員長、果たして教育委員会を代表するのはどちらなのかという曖昧さがあ

りましたので、そこを明確化した感じになりました。 

 

行政組織図が大きく変わりましたが、教育推進部の主要事業の中にいつも気になってい

るのですが、学校支援地域本部の役割がどこに位置付けられているのか、教えて頂けたら

と思います。 

 

それについては、地域こども支援課ということになります。 

 

今まで社会教育室が担当していた部分と地域こども支援課の役割の部分、特に学校支援

と学校教育の連携は、どこが核になるのかというところがわからないのですが、どうなの

でしょうか。 

 

考え方としましては、社会教育・文化財課が生涯学習の中心になりますが、様々な形で

子どもの活動を支援していく部分では、ＰＴＡもそうですが、地域こども支援課が中心に

なります。 

 

ＰＴＡもそうなのですか。 

 

ＰＴＡも地域こども支援課です。学校教育室とまなび支援室が同じ教育推進部の中にあ

りますので、連携についてはより明確にしていかなければならないと思っています。ま

た、教育委員会は、教育推進部とこども未来部の二部体制になり、今まで以上に連携推進

を図っていかなければならないということで、両方が集まって協議する場面を開いてもよ

いかというふうに考えています。 

 

公民館は地域の事。学校教育室は学校の事。こども家庭室は義務教育ではない子ども

達。でも、総務調整室がまた学校の事ということで、こども未来部と教育推進部の違いを

分りやすく保護者や地域の人に聞かれた時にどう説明すればよいのか。 

 

こども未来部が管理関係全部を持ち、その中の総務調整室は管理、施設、人事関係、予

算を含めて筆頭課関係の集約をしてもらいます。子ども家庭室が就学前教育。教育推進部

は学校教育と社会教育についての中心になる。学校教育室が義務教育を中心にした教育。

まなび支援室と中央図書館が社会教育的な地域教育的な視点も捉えたところの教育を進め

ていきます。 

 

義務教育後から３９歳に関しては若者ということだが、これも子ども家庭室になってい

る。こども家庭室は、未就園児が対象ということですが、それはどういうことなのか。 

 

以前からこども家庭部でこども・若者政策としてやってきました。従いまして、こども

未来部の子ども若者政策課が若者について担当するという形になっています。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

すでにこれでスタートされていますので、業務については変わる訳ではないですが、我

々や市民の方から見たら、毎年のように組織が変わっているというのはわかりにくいの

で、常に情報を発信していただく必要があるのではないか思います。 

それでは次に入らせて頂きます。４議題の平成２７年度の年間研究テーマについてで

す。議長提案ということでさせて頂きます。例年の阪神北地区社会教育委員会協議会と同

じテーマでさせていただいておりますので、同じテーマの「地域、学校、家庭を繋ぐ社会

教育のあり方～学びの成果を活かし合う方策を考える～」という形にさせて頂きたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

 

(承認) 

 

それでは、年間研究テーマにつきましては、提案どおりとさせていただきます。次に、

会議開催日程等につきまして。事務局より説明をよろしくお願い致します。 

 

その前に議題の１の各協議会等役員の選出についてご説明します。レジュメのページ２

にございますように、社会教育委員から選任いたしております各種の協議会等の委員につ

いては、社会教育委員の任期の途中で、それぞれの役員の任期が到来するものが大半で、

２７年３月ですでに任期が終了しているものもございます。これらの協議会等の委員につ

きましては、社会教育委員の任期中、選任したものとし、それぞれの協議会等の役員の任

期が到来したときは、同じ委員を選任したものとして、ご就任いただいております。つき

ましては、本年度もこの考え方を踏襲させていただき、現在、各種協議会の委員に就任い

ただいております委員の皆さんには、任期が満了した協議会の委員に、引き続き、ご就任

いただければと考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上で、説明を終わら

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

以前、青少年問題協議会の委員をしていたが、それは、なくなったということですか。 

 

そうです。昨年度４月の第１回の社会教育委員の会で確認をさせていただいております

が。 

 

私とＣ委員がどこにも入っていないという事で、そういうことでご了解いただけます

か。 

 

(了承) 

   

続きまして、議題３会議の開催日程について。お手元の資料の３ページ「会議開催予定

表（案）」をご覧ください。社会教育委員の会については、昨年度と同様、４月、５月、

７月、９月、１１月、２月の年６回の会議を予定し、教育委員との意見交換会は１月を予

定しております。また、教育委員との意見交換会を除く、会議の日時については、こちら

も昨年度と同様、第４水曜日の午前１０時からの開催を予定しております。９月のみ第４

水曜日が祝日の為、翌週の９月３０日、水曜日の開催とさせていただきます。なお、阪神
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北地区、県関係、近畿地区、全国の研修会等の日程につきましては、現時点で把握してい

るものを記載しておりますので、その点よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

開催日程については年間６回ということでお願いします。ただし１月については、教育

委員との意見交換会を本年度も引き続きお願いしたいと思います。ご質問なければ、議案

のとおり決定させて頂きます。 

次、４の平成２７年度の社会教育委員の会の運営方法について、議長の試案を提案させ

て頂きます。これは昨年度２月に議長試案という形で提案をさせて頂いております。平成

２７年度においては年６回ですが、全体で行う会は３回として、後の３回についてはテー

マを絞ってやってみようか、という思いで提案させて頂きました。２つの分科会に分ける

ということで、人数的には５名。それが成り立たなかったら今年度と同様に全員で６回で

という方法も考えられると思いますが、一応議長提案という形で、２つの分科会に分けひ

とつのグループは、公民館や中央図書館などの社会教育施設についての具体的な検討を行

い、もう一つのグループでは、地域、学校、家庭の連携について、委員の皆さんの視点で

検討して頂けたらと考えています。任期はあと１年ですが、本来ならば２年計画で昨年度

のはじめにこんな考えでいたらよかったのですが、全体会は３回、分科会は３回。延べ６

回という事です。年度途中で成り立たなくなった場合は一本に絞るという事もできると思

いますが、この様な形で提案させて頂きたいのですが、ご意見はありますか。他市におい

ても社会教育施設について、図書館の問題、公民館の問題、社会教育施設の指定管理の問

題であったり、いろいろ試行錯誤されている所があり、我々も社会教育委員として一つ考

えをまとめてみるというのが必要かと思います。もうひとつは、テーマが大きいのですが

学校の支援について、検討をしていく。このような形で基本的にどうでしょうか。 

 

方向性はそれが良いと思うのですが半分に分かれると、欠席があると極端に少なくなる

ことも考えられます。それともうひとつの分科会がやっていることがわからないというこ

とと、全員が知っていることと知らない事ができるのではないか。 

 

会場を２つ借りる訳ではないのですが、検討テーマと運営のあり方については、引き続

き委員の皆さんと検討していきたいと思います。時間がきておりますので、今の段階の部

分で、とりあえず、終わらせて頂きたいと思います。以上で本日の議事は全て終了いたし

ました。第１回の会を終わらせて頂きます。 

 

 

 


